
.問題

現在、国際的に人間の性とは、セックス(sex：性

別、生殖、性行動)といった狭義の概念ではなく、セク

シュアリティ(sexuality)という包括的な概念で認識

されている(児島ら2010：81)。国際セクシュアリティ

教育ガイダンス(UNESCO 2020：32)によると「セク

シュアリティ」は、身体、感情的な愛情と愛、セック

ス、ジェンダーアイデンティティ、性的指向、性的親

密さ、快楽と生殖についての理解と、これらの関係性

を含む、人間であることの中核として理解される可能

性があると述べられている。このガイダンスは、性に

関する科学的知識を体系化したものであり、世界の性

教育の共通基盤になるものとして普及している。

セクシュアリティ教育(包括的性教育)の実施が、

性に関する問題の予防、回避につながることも報告さ

れている(浅井 2020：23-46)。さらに、2014年に日本

が批准した国連障害者の権利条約には、第23条に生殖

や家族計画になどに関わる教育を受ける権利があると

されており、第25条「健康」の条文では、性と生殖の

健康に関する保健サービスの提供について明文化もさ

れた。

一方、日本における、知的障害児への性教育は、2003

年の東京都立七生養護学校事件(現・東京都立七生特別

支援学校)以降、萎縮したといわれている(神戸新聞

2022)。

現在、学校で性教育・セクシュアリティ教育を行う

上で争点になるものとして、いわゆる「歯止め規定」

と呼ばれているものがある。小学校学習指導要領

(2017：104)第５学年理科では、「人の受精に至る過程

は取り扱わないものとする」、中学校学習指導要領

(2017：129)第３学年保健体育では、「妊娠や出産が可

能となるような成熟が始まるという観点から、受精・

妊娠を取り扱うものとし、妊娠の経過は取り扱わない

ものとする」とある。同様に特別支援学校高等部学習
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指導要領(2019：208)理科の１段階のＡ生命のイ動物

の誕生の◯イ「人は母体内で成長して生まれること」に

ついて「人の受精に至る過程は取り扱わないものとす

る」と記載されている。このように学習指導要領では、

性交については取り扱わないとされているため、学校

教育では「性交」について教えることは避けられる傾

向が続いてきた。浅井(2018：94)は、このような「歯

止め規定」がセクシュアリティ教育を学校現場ですす

める上で大きな障壁となってきたが、本質的には「歯

止め規定」などは存在する必要はないと述べている。

田代(2014：22)は学習指導要領の枠組みの中で活用で

きるセクシュアリティ教育の手引きを提案する中で、

「七生養護学校事件」の最高裁の勝訴判決を取り上げ、

学習指導要領は「最小限度の基準」であるから、その

地域、学校、目の前の子どもたちに何が必要なのかを

考え、組み立てることはまさに教員の仕事であると述

べている。さらに、中学校学習指導要領(2017：129)保

健体育の保健分野の３内容の取り扱いでは、「後天性免

疫不全症候群(エイズ)及び性感染症について取り扱う

ものとする」とあり、中学校学習指導要領解説(2017：

213)保健体育編の(オ)感染症の予防の◯イエイズ及び性

感染症の予防では、「エイズの病原体はヒト免疫不全ウ

イルス(HIV)であり、その主な感染経路は性的接触で

あることから、感染を予防するには性的接触をしない

こと、コンドームを使うことなどが有効であることに

も触れるようにする」と記載されている。知的障害の

ある人はとくに抽象的な物事に対する理解が難しい。

そのため、「感染経路」や「性的接触」、「コンドーム」

についても具体的に説明する必要がある。こういった

ことを理解するためには「性交」についての理解が必

要であると考えられる。

門下(2019：21)の研究では、特別支援学校教員によ

る性教育実施率が約４～６割である要因として、教員

の「知識の不足」や「研修の機会の少なさ」が示唆さ

れた。児嶋(2012：315)も理論研究の動向としては、特

別支援学校における障害児の性、結婚及び性教育に関

する研究を継続的に積み上げているものが少なく、こ

の分野での理論研究が十分深められていない状況であ

ると述べている。また、知的障害児が、性教育におい

て何を学びたいと考えているのか、学んだ性教育につ

いてどう感じているかなど、そのニーズを明らかにす

る調査研究はこれまで行われていない(児嶋2012：

319)。門下(2019：21)も研究動向として教員や保護者

の視点が重視され、知的障害児本人のニーズを探る視

点はなかったと述べている。ゆえに、特別支援学校で

学んだ性教育について、知的障害のある人自身が、ど

のように感じているのか、性教育において何を学んだ

か、何を学びたいと考えているのかなど、そのニーズ

を明らかにし、性教育を実施する上での今後の課題を

提示することが重要である。

以上の問題意識のもと、筆者らは、セクシュアリテ

ィ教育を実施している知的障害特別支援学校(Ａ校)の

高等部卒業生に、インタビュー調査を行った。この調

査は、同時期にＡ校高等部でセクシュアリティ教育を

受けた卒業生７名(男性３名・女性４名)を対象に実施

された。このうち、小畑ら(2021)による、卒業生・女

性２名へのインタビュー調査の結果では、２名とも、

生理に関する知識を学べたことが良かったと述べてい

た。また「妊娠に対する強すぎる不安」をもっていた。

在学中に学びたかったこととして、ひとりが、「安全日」

という言葉に対する疑問、「相手を傷つけないセックス

の断り方」、「コンドームに対する具体的な知識」と答

え、もうひとりは「妊娠検査薬」の内容について話し

ていた。そして、小畑ら(2022)による卒業生・男性２

名に対する調査結果からは、２名とも高等部で性教育

を受けるまで一般的なマスターベーションの方法を知

らないことがわかった。また、ひとりは、将来の家族

計画や「具体的なセックスの方法が分からないことや

避妊に失敗することに対する不安」について語ってい

た。以上２点の調査結果をもとに、小畑らは、学校で

は早期に性教育を行う必要があること、教材の工夫が

必要であること、性に関する正しい情報の入手先を確

保することの必要性を提言している。

本研究では、小畑ら(2021,2022)の継続研究として、

これまで調査結果を提示していない、Ａ校高等部卒業

生(女性２名、男性１名)へのインタビュー調査の結果

を、Ａ校でのセクシュアリティ教育の実践内容ととも

に提示する。小畑ら(2021)では女性２名、小畑ら(2022)

では男性２名を対象に、在学中での学び及び卒業後の

こと双方について十分な語りの量があった事例を選定

した。この４名は在籍時には疑問に思ったことを積極

的に質問したり、調べたりするなど、「性」に関して興

味関心が強く、また、卒業後も学習した内容について

多くのことを覚えていた。一方、本研究でインタビュ

ー調査を提示する卒業生３人は、インタビューでの語

りの量が比較的少なく、「性」について積極的に調べた

り、恋人がほしいと思っていなかったりすることなど

から、筆者らがみた限り、「性」に関して興味関心が強

いわけではないと考えられた。性の発達には個人差が

あり、性への興味関心の高さにも、個人差や、個々人

が置かれている生活環境が影響する。知的障害特別支

援学校でのセクシュアリティ教育については、このよ

うな「性」に関して多くを語らない(または語ることが

難しい)、性について消極的であると周囲から考えられ

ている生徒・卒業生の視点からも検討する必要がある。

ゆえに、本研究では、小畑ら(2021,2022)に加えて、

新たに、語りの量が少なく性について消極的とみられ

る協力者のインタビュー結果も含めて、高等部卒業生

の視点から、知的障害特別支援学校におけるセクシュ

アリティ教育の成果を検討する。
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.目的

本研究では、小畑ら(2021,2022)の継続研究として、

特別支援学校Ａ校でのセクシュアリティ教育の実践内

容と、Ａ校高等部卒業生へのインタビュー結果を通し

て、知的障害特別支援学校でのセクシュアリティ教育

の成果について明らかにする。

.方法

本研究では、Ａ校のセクシュアリティ教育について、

実践記録や教材の整理を通して提示する。さらに、知

的障害のある人の意見や考えをもとに、性教育に対す

るニーズを明らかにすることを重視するため、インタ

ビュー調査を行った。

１.Ａ校におけるセクシュアリティ教育

Ａ校は、知的障害のある小学部から高等部までの子

どもたちが在籍する特別支援学校で、概ね軽度から中

程度の知的障害がある。在籍する子どもたちは、コミ

ュニケーションや想像することの困難さから、性に関

しても友人関係の中で情報を共有することが少なく、

言語を通して学んだ内容が定着しにくいといった側面

がある。それだけでなく、メディアやインターネット

の情報を一面的に捉え、その情報を信じ込んでしまう

ことがあった。さらに、昨今の社会状況をみると、知

的障害があることで、社会の中で性的な被害者になっ

たり、加害者に間違えられたりするといった問題に巻

き込まれてしまう危険性も否定できないと教員間で考

えられるようになった。そうした現状への対策として、

Ａ校では、性教育を「性を幅広く捉え、人権を基盤と

した学習」として捉え直し、これまで「性教育」や「こ

ころとからだの学習」と呼んでいたものを「セクシュ

アリティ教育」と呼ぶことで、狭義の性教育からの脱

却を意図した。そして筆者らは、Ａ校において小学部

から高等部までの系統的な授業実践や、個別指導を継

続的に試みてきており、その際の実践記録や教材を整

理し、まとめてきた。なお、高等部では、最も多く個

別指導が行われている。そこで、本研究では、これま

での実践記録や教材のなかから、インタビュー調査協

力者である卒業生全員が受けたＡ校高等部でのセクシ

ュアリティ教育の実践に焦点を当てて整理して提示す

る。

２.インタビュー調査の方法

⑴調査協力者

インタビュー協力者は、地域の中学校を卒業し、高

等部から特別支援学校に在籍していた女性(Ｅさん)、

地域の小学校を卒業し、中学部から特別支援学校に在

籍していた女性(Ｆさん)、地域の中学校を卒業し、高

等部から特別支援学校に在籍していた男性(Ｇさん)で

ある。全員、現在20歳代である。

⑵インタビューの概要

小畑ら(2021,2022)と同様の方法で行った。インタ

ビュー協力者に来校していただき、学校の一室で半構

造化面接を行った。Ｅさんは、１回目のインタビュー

は約30分、２回目は約20分であった。Ｆさん、Ｇさん

はともに１回ずつで、１回のインタビュー時間は、約

40分であった。質問内容は、在学中のセクシュアリテ

ィ教育で学んだことについて、印象に残っていること

や役立っていると思うこと、在学中に性に関すること

で、気になっていたことや知りたかったこと、現在、

性に関することで、気になっていることや知りたいこ

とである。

⑶分析方法

分析方法は質的記述的研究法を用いた。インタビュ

ーを録音し、面接内容の逐語録を作成し、意味のまと

まりごとに要約、質的帰納的に分類し、意味内容を損

なわないように文脈を区切り、コード化、カテゴリー

化した。以上の分析を、Ｅさん、Ｆさん、Ｇさんそれ

ぞれで行った。分析は、本稿の執筆者３名で行った。

以下、カテゴリーは【 】、サブカテゴリーは《 》、

コードは〔 〕で示す。

３.倫理的配慮

和歌山大学の倫理審査会の承認(令05－01－03J)を

得たうえで、調査協力者と保護者に対し、研究の目的、

方法を説明し、調査及び結果の公表について承諾いた

だいた。結果の記述では匿名性の保持、プライバシー

の配慮を十分に行った。

.結果

１.Ａ校高等部におけるセクシュアリティ教育

ここでは特に、高等部でのセクシュアリティ教育に

ついて述べる。高等部では、卒業後の社会生活場面に

おいて性的な危険性を回避するとともに性的に自立で

きるように一人ひとりの特性に応ずる教育が必要であ

ると考えてきた。ここで言う性的自立とは、「科学的知

識と人権にそった性的自己決定ができること」(関口

2017：226)である。そういった生徒たちの姿の実現を

目指し、集団での指導だけでなく、一人ひとりの発達

段階や障害特性に応じられる個別指導用教材である

「パスポート」を作成し、主に養護教諭が指導を行っ

てきた。パスポートは、全体では十数頁に亘る冊子で、

概ね１回につき30分程度の指導を10回程度行ってきた。

その内容を表１.に示す。この指導が主な対象として

きたのは、高等部に在籍し、軽度の知的障害があり、

言語でのコミュニケーションが可能な生徒である。

指導の際には、子どもの課題と考えられる部分に重

点をおいたり、理解が難しい部分をより詳しく学んだ

りできるよう、個々の生徒の特性に応じて「パスポー

知的障害特別支援学校におけるセクシュアリティ教育(包括的性教育)の成果
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ト」の内容にアレンジを加えてきた。こうした個別的

な指導は、集団での授業では対応しきれない、理解の

程度や関心の違いといった個人差への配慮や、集団で

性の話をすることに羞恥心を抱く生徒へのフォローな

どの役割を果たしてきた。この中で、性交についての

知識がない生徒には、性器の仕組みや受精の方法など

について、手作り教材を用いて具体的に説明してきた。

また、指導に当たっては、担任から保護者に学習内

容を説明し、心配していることや家庭での様子等のア

ンケートへの回答も求め、保護者の同意を得た上で実

施している。

２.卒業生へのインタビュー結果

⑴Ｅさんへのインタビュー結果

１）高校時代に勉強したことに関すること

《避妊》《性感染症》《人工妊娠中絶》《性暴力》など

高校時代に学習した内容は覚えていないことが多かっ

た。【覚えている学習内容】としては《子どものでき方》

を【学校で学んだ性の知識の活用】としては《生理》

を取り上げていた。《生理》については、〔おりものが

多い時は生理が近い合図〕ということを知り役に立っ

たと具体的に伝えてくれた。また、学習した際に《男

性器は少し気持ち悪い》《「セックス」なんてとんでも

ない》と述べていた。また、女性の体については《女

性の体には以前よりも興味がある》ので［女性バージ

ョンは調べたことがある］という。

２）限られた性や恋愛に関する情報

Ｅさんは《性に関する授業がほとんどなかった小学

校・中学校時代》を過ごした。そのため、《性に関する

情報の入手先は、ほとんど高校生時代に勉強したこと》

であった。また、友人や先輩、後輩たちとも《恋愛の

話をしたことはない》が母親との会話から《「セックス」

という言葉は知っていた》。

３）現在の恋愛、結婚、子育てについての考え方

Ｅさんは《性に興味がなかった小学校・中学校・高

校時代》を過ごし、《結婚はめんどい》《恋をしたこと

はない》《つきあいたいとは思わない》など【現在も性

にはほとんど興味はない】と述べた。《結婚はめんどい》

の理由として〔破産する〕〔人(子ども)が増える〕〔子

育てが大変〕〔引っ越しがめんどい〕と述べていた。し

かし、《少し結婚したい》《将来さびしくなったら結婚

したくなるかもしれない》《子どもは若干ほしい》《友

達の恋愛話は聞いたことがある》《つきあうことに少

し興味がある》など【現在は性に少し興味がでてきた】

様子である。高校時代に《告白されたこともある》が

〔断った〕とも述べた。Ｅさんの考えている「つきあ

う」ということは［キスをしたり手をつないだり仲良

くするイメージ］である。

⑵Ｆさんへのインタビュー結果

１）高校時代に勉強したことに関すること

【知ることができて良かったこと】として《避妊》

《性感染症》《セックス》と答えた。また、〔知らない

人が多いかもしれないので〕【知っておいた方が良いと

思うこと】として《避妊》《セックス》と述べた。【性

教育の勉強方法】としては、《１対１もしくは複数のど

ちらでも良い》と考えており、〔人それぞれだと思う〕

し、〔恥ずかしいのはあるかもしれない〕がクラスで勉

強することを提案していた。また、性に関して自分で

調べることはあまりないが、パスポートを読み返して

いた。このように卒業後も《学校で学んだ性の情報(パ

スポート)の活用》がなされていた。

２）限られた性や恋愛に関する情報

Ｆさんは《性に関する授業がほとんどなかった小学

校時代》を過ごした。そのため、《性に関する情報の入

手先は、ほとんど高校生時代に勉強したこと》であっ

た。生理については生理痛に悩んでいたこともあり、

《生理に関する対処法》については知っていた。

３）現在の恋愛、結婚についての考え方

《今はまだ結婚したいとは思わない》《新しい出会い

は求めていない》と述べた。

４）最近に気になる性に関するニュース

最近のニュースから《性暴力》のことが気になって

いた。職場では《定期的に面談》できる機会があり、

〔セクハラやパワハラ〕があれば伝えるように言われ

ている。また、〔相談しやすい人〕が多く、《相談しや

すい環境》であり、そのことが【職場に相談できる安

心感】につながっていた。
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表１.セクシュアリティ教育の個別指導用教材「パスポート」の内容

・生理〔生理不順、生理のトラブル、生理痛をやわらげるストレッチ、月経前症候群(PMS)、１ヵ月のサイクルなど〕

・性交〔性交とは、アダルト動画、性的同意など〕

・性感染症(STD)〔おもな症状、様々なSTD、予防など〕

・中絶〔方法、費用、妊娠週数の数え方など〕

・妊娠のサイン〔月経の遅れ、産婦人科、妊娠検査薬、基礎体温の変化、体に現れる変化など〕

・避妊〔コンドーム、緊急避妊ピルなど〕

・男の子の体〔体の変化、性器、射精、勃起など〕

・情報源の信頼性〔テレビ、スマホ、インターネット、雑誌、友達、新聞、相談相手など〕

・性被害〔PTSD、男女の性意識のちがい、性暴力、相談場所など〕

・いろいろな性〔LGBT、いろいろな家族のかたち〕
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⑶Ｇさんへのインタビュー結果

１）高校時代に勉強したことに関すること

【学校で学んだ性の知識の活用】としては《マスタ

ーベーション》を、【教えてもらって良かったこと】と

しては《コンドーム》《マスターベーション》を挙げて

いた。《マスターベーション》については、とくに印象

に残った様子であった。〔射精については教えてもらう

まで知らなかった〕、《マスターベーション》の〔方法

や場所〕を知ることができて良かったという。また、

【アダルトビデオはあまり見ない】ようで《セックス

をしたいとは思わない》と述べた。性教育を行う上で

の【学習方法の提案】もしており、その中では、《早め

に性教育を始める》〔具体的には高等部２年生進級後〕

を勧めていた。理由としては早めに勉強した方が《自

分で調べることができる》からである。さらに授業を

する際には、〔プライバシーの問題〕もあるので教員と

生徒が《１対１の方が良い》と述べていた。また、授

業をする際の《教員の性別は問わない》とのことだっ

た。

２）限られた性や恋愛に関する情報

Ｇさんは《性に関する授業がほとんどなかった小学

校・中学校時代》を過ごした。そのため、《性に関する

知的障害特別支援学校におけるセクシュアリティ教育(包括的性教育)の成果
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情報の入手先は、高校生時代に勉強したこと》であっ

た。また、《友達と性の話をしたことはない》という。

３）休日の過ごし方

休日は〔お昼ご飯を買いに行ったり映画を見に行っ

たりしている〕。〔バスと電車〕で〔ショッピングモー

ルに行く〕こともある。その際には《一人の方が落ち

着く》と述べた。また、《つきあいたいと思わない》と

考えていた。

４）「性」に対する狭い捉え方

仕事上の悩みは会社で〔相談できている〕が《「性」

に関する相談はセクハラになる》と考えていた。また、

《「性」について伝えることは恥ずかしい》とも述べて

いた。

.考察

本研究では、特別支援学校卒業生女性２名、男性１

名に対して、高校生時代に学んだセクシュアリティ教

育についてどのように感じているのか、セクシュアリ

ティ教育において何を学んだか、また何を学びたいと

考えているのかなどについて、インタビュー調査を行

い、その結果を質的記述的に分析した。これまでのセ

クシュアリティ教育の考え方を参考にした性教育が、

知的障害のある人にどのような影響を与えたのかにつ

いて、小畑ら(2021,2022)のインタビュー調査の結果

と比較して、共通することや異なる部分について取り

上げ考察する。

今回のＥさん、Ｆさん、Ｇさんは３人とも特別支援

学校に入学するまで、小・中学校時代を通して性に関

する授業をほとんど受けていなかった。このことを考

慮すると、やはり、「性」に関する知識を伝える機会は

必要である。門下(2021：48)も海外の研究動向と比べ

た上で、日本でも、性と関係性についての教育や情報

が、知的障害のある人にとってアクセスしやすく、様々

な場で入手できるようなシステムを模索すべきである

と述べている。また、３人とも「性」について積極的

に調べたり、恋人がほしいと思っていなかったりする

ことなどから「性」に関して興味が強いわけではない

と考えられる。このように「性」にあまり興味がなか

ったり、興味に偏りがあったりする児童生徒に対して

は、理解しやすく教える工夫と学習内容に偏りがない

ように留意する必要がある。

女性のＥさん、Ｆさんは、小畑ら(2021)による女性

へのインタビュー調査の結果と同様に《生理》につい

て述べていた。Ｅさんは〔覚えていない学習内容〕が

多かったにもかかわらず、《生理》に関係することにつ

いては述べていた。男性のＧさんは、小畑ら(2022)に

よる男性へのインタビュー調査の結果と同様に《マス

ターベーション》について多く語っていた。このよう

に男性も女性も自分自身の体に関することには、興味

を持ちやすいと考えられる。

さらに、Ｆさんは「性」に関することを自分で調べ

ることはほとんどないと述べつつも、パスポートを読

み返していた。セクシュアリティは、一生を通して発

達する、生物学的、社会的、心理的、精神的、倫理的、

文化的な面を含む(UNESCO 2020：140)ため、パスポ

ートのように在学中のみならず卒業後にも活用できる

教材が大切であると考えられる。今回の３人の場合、

今後、誰かを好きになったり、つきあいたいと思った

りした時に再度学習の機会や適切なサポートが必要で

あろう。その際には身近に相談できる相手の存在が不
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Fig.３ Ｇさんへのインタビュー結果
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可欠である。Ｆさんは「性」に限らず職場において相

談相手がいることが安心感につながっていたが、Ｇさ

んについては「性」に対する捉え方が狭く、《「性」に

関する相談はセクハラになる》と考えていた。今後、

セクシュアリティ教育を行う際には、「性」についての

考え方を人権や恋愛も含めて広く捉えることができる

よう工夫が必要であると考えられる。

.知的障害特別支援学校でのセクシュアリティ教育

の可能性：Ａ校での実践の成果を通して

今回の研究協力者の卒業生たちは学校でのセクシュ

アリティ教育の授業がなければ、正しい性の情報を入

手することは困難であった。Ｆさんは〔知らない人が

多いかもしれないので〕【知っておいた方が良いと思う

こと】として《避妊》《セックス》を取り上げていた。

また、過去のインタビュー調査(小畑ら2022：69)では、

インターネットの情報が氾濫しているため、誤った知

識を得ている卒業生がいた。さらに知的障害のある人

は、入手した情報の真偽について判断することが難し

い場合が多い。セクシュアリティは一生を通じて発達

するため、「性」への興味の有無に関わらず、正しい知

識を伝える必要がある。

鶴岡ら(2022：172)は、性に関する情報源が、学習指

導要領の「歯止め規定」に則った学校教育のみである

場合、性器の洗い方や性交、マスターベーションや恋

愛について必要な知識を得ることがなく、結果的に性

的な主体となることから遠ざけられている生徒たちの

実態を、個別指導の省察を通して明らかにしている。

以上より、Ａ校では生徒の発達段階や障害特性を踏ま

え、保護者の了承のもと、学校全体で共通理解を図り

ながらセクシュアリティ教育を進めてきた。保護者の

中にはセクシュアリティ教育の必要性をあまり感じな

い保護者もいたが、反対する保護者はおらず、むしろ、

ほとんどの保護者が積極的であった。

門下(2021：48)は海外のレビューを通して、知的障

害児・者はセクシュアリティや性の権利に関するニー

ズ等を表現することが可能であり、支援者のみならず、

様々な人たちとの議論や情報交換の場を求めているこ

とがわかったと述べている。知的障害のある人も生涯

を通じてセクシュアリティについて学ぶ権利がある。

知的障害のある人たちが性的なことに限らず、あらゆ

る場面で自己決定できるような教育について考えてい

く必要がある。

筆者らによる卒業生を対象とした過去のインタビュ

ー調査(小畑ら 2021,2022)及び本研究の結果からわ

かるように、Ａ校でのセクシュアリティ教育の内容は、

生徒たちに「知ることができて良かった」こととして

印象付けられていた。そしてそれは、性的なことへの

関心の高低に関わらず、どの卒業生にとっても、知ら

なかったことを知るという新たな学びの機会であった

ことが語られていた。このように生徒の発達・実態を

把握した上で、保護者の同意を得て、セクシュアリテ

ィ教育を通して性交についても伝えることによって、

生徒及び卒業生に少なくとも問題は生じていない。む

しろ、卒業生が性に関する正しい知識を得ることによ

って、自身の性の健康を意識して生活していることや、

性の自己決定について考えていることなどは、Ａ校の

セクシュアリティ教育の成果である。これらのことか

ら、Ａ校でのセクシュアリティ教育は、知的障害のあ

る生徒たちのニーズを明らかにし、学校という場でそ

れを満たし、性について学ぶ権利を保障しようとする

実践であると言える。本研究では、Ａ校におけるセク

シュアリティ教育の成果について明らかにすることを

通して、知的障害特別支援学校でのセクシュアリティ

教育は、生徒自身が「性の健康」「性の自己決定」につ

いて学ぶことができる可能性を示すことができたと考

える。

おわりに、本研究では、生徒・卒業生の立場からセ

クシュアリティ教育について検討したが、セクシュア

リティ教育の実施のためには、そもそも学校教員が、

セクシュアリティ及びセクシュアリティ教育に関する

知識を得たり、認識を更新したりすることが求められ

る。今後は、セクシュアリティ教育の実践が教員に及

ぼす影響、また、小学部・中等部でのセクシュアリテ

ィ教育についても検討することが課題である。

注

１）筆者が知る限り、近年、日本でも、性教育とセクシュアリ

ティ教育(包括的性教育)という用語が互換的に用いられる

研究がみられるようになった。2000年代以降の先行研究を

取り上げる本稿でも両用語を互換的に用いるが、性の権利、

性の健康をより強調するためにセクシュアリティ教育とい

う用語を使用する。

２）この事件では、生徒への性教育実践「こころとからだの学

習」を行なった教職員への都議会議員などによるバッシン

グ、東京都教育委員会による教職員への厳重注意処分など

が問題となった。民事裁判の結果、教育への不当な介入を

訴えた原告側(学校側)の勝訴となった。
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とづいた実践的研究－ESDの観点を踏まえて」『2021年度

和歌山大学教育学部共同研究事業成果報告書』2022年、

169-173頁。

UNESCO『国際セクシュアリティ教育ガイダンス』明石書店、

2020年。

付記

本研究は、小畑、鶴岡が共同で実施した調査研究を小畑が文

章化したものである。なお、本稿において、鶴岡は性教育の実

践に関して記述し、古井は調査及び分析、原稿執筆のスーパー

バイズ、本稿全体の加筆・修正を行った。
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